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緒 言

生活者の健康管理を支えるセルフメディケーションのため

の大衆薬 (OTC 薬) を有効かつ安全に提供する薬剤師の役

割や責任は大きい｡ 最近､ 健康保険制度の破綻が懸念され､

社会保険の患者負担増率が見込まれていることから､ OTC

薬による医療費の削減に期待が高まっている１)｡ スイッチ

OTC 薬の増加や多岐にわたる新製品の開発に伴い､ Up-to-

date な OTC 薬の情報提供の必要性が望まれる｡ 生活者 (消

費者) に対する薬剤師の服薬指導の重要性は一段と増加す

る一方､ OTC 薬の成分や薬効､ 副作用の情報を得るシステ

ムは確立されていないのが現状である｡ 我々は薬学部３年生

(204 名) に実習課題の一つとして､ 介護者向け薬剤集の作

成を実施している｡ 医師や薬剤師を対象とした専門用語を一

般の人にも理解が得られるような表現に置き換え､ 解り易い

情報集を目指した｡ これまでに､ 小児患者を持つ母親のため

の薬剤情報集､ 高齢患者を持つ家族のための薬剤情報集を

作成した２､ ３)｡ 引き続き､ 家族で情報を共有することが大切

な､ 家族のための OTC 薬情報集の作成を試みることにした｡

実習においては､ 情報集を作成する過程において､ 調査すべ

き情報の存在場所を知り､ 調査方法を学ぶとともに､ 集団で

知識を共有することの重要性を通し､ 医療人としての結束を

図れる態度を身につけることを目標とした｡

方 法

(１) 対象

各製薬会社に依頼し､ 当該製薬会社で販売率の高い製品

を抽出してもらい､ そのパンフレットを入手した｡ その中か
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介護者のための医薬品情報集の作成 (その３)
―家族のための大衆薬情報集－

井澤 美苗１)､ 木津 純子２)､ 望月 眞弓３)､ 望月 正隆４)､ 中島 恵美１)

１) 共立薬科大学 薬剤学講座 港区芝公園 1‐5‐30
２) 共立薬科大学 実務薬学講座 港区芝公園 1‐5‐30
３) 北里大学薬学部 臨床薬学センター医薬品情報学部門 港区白金 1－5‐9
４) 共立薬科大学 有機薬化学講座 港区芝公園 1‐5‐30
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別刷請求先) 中島 恵美 (共立薬科大学 薬剤学講座) 〒105-8512 港区芝公園 1-5-30


